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( 大谷育恵 訳 )
　この 10 年間の間に、モンゴル領内の匈奴の居
住址と城址の研究は活発化した [Ramsuyar, Pousaz, 
Törbat 2009; Danilov, Simukhin, Tsidenova 2011; 
Eregzen, Bayarsaikhan, Aldarmönkh 2014; Danilov et al. 





ゴル研究者である B. Ya. ヴラディミルツォフ (Б. Я. 
Владимирцов) によって調査された。次いで遺跡は
Kh. ペルレー (Х. Пэрлээ) によって調査された。彼は
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№1, 発掘 2) を調査した。
　当該遺跡について若干説明を加える。遺跡はヘル
レン川支流のテレルジ川河谷に位置している。城址
は 226 ～ 227m × 221m の方形である。外部の特
徴に基づくと、城址は築城学的な基礎構造と城址
としての特徴、すなわち①幅 12m 以下 ( 外側で高
さ 1.5 ～ 2m、内側で高さ 0.6m 以下 ) で様々な規
模で遺存している土塁、②幅 2 ～ 4m、深さ 0.2 ～
0.3m の壕、③角の “ やぐら ”( それは北西角、北東角、
南東角でよりはっきりとしている )、④門－切れ目
( 各土塁中央の位置にあって門に面する壕の間を連






トフォーム 1( 最大高 185cm) とプラットフォーム
2( 最大高 180cm) は土塁のような幅 10m 以下の独
特の “ 道状遺構 ” を伴っており、それはより小規模
のプラットフォーム 4 とプラットフォーム 3 につ
ながっている ( プラットフォーム 1 からは 4 へ、プ
ラットフォーム 2 からは 3 へ “ 道状遺構 ” が続いて
いる )。2007 ～ 2008 年の発掘の過程で判明した
のは、“ 道状遺構 ” がプラットフォーム 1 の周囲を
巡り、その後にプラットフォーム 4 へ伸びている
ということである。北西方向からプラットフォーム
1 には 2 本の “ ひげ ” 状の追加構造物が接続してい
る ( 図 1)。これらの特徴的構造物はその機能的役割
を明らかにすることはできていない。
　2015 ～ 2016 年の発掘では、プラットフォーム
4( 発掘 3 と発掘 4 の合計 252㎡ ) を調査した。発
掘 3 は 12m × 12m の方形で、4 区 ( Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ : 
2015 年 ) の各 6m × 6m に分割した。発掘 4 は発
掘 3 の北西に接し、6m × 6m( Ⅵ ･ Ⅴ ･ Ⅳ : 2016 年 )











　発掘 3 と 4 の主要な遺物は瓦で、それを除くと
外装磚と鉄錐が発見された。2015 年の発掘成果と
この城址に関する基本的見解はすでに公表されてい




　発掘の全過程において、発掘 3(144㎡ ) の発掘
で は 51,620 片 の 瓦 片、 総 重 量 2556.08kg を 得
た。発掘 4(108㎡ ) では 18,912 片の瓦片、総重量
1467.42kg を得た。これら全瓦は 2 つの形状のも
ので、瓦屋根に必要な組み合わせである。それらの
形状は平瓦 ( 屋根の上に並べると下になるもの ) と







　遺物のうち、瓦以外では総重量 21.92kg の 68 片




























の表面には幅 1 ～ 3mm、深さ 1mm 以下の縦方向
と斜方向の平行条線のたたき痕がある ( 図 2-1)。同










1. 平瓦 (№35)　2. 丸瓦 (№43-2)　3. 平瓦 (№2016-9)
　4. 丸瓦 (№2016-34)
がみられる。例えば平瓦 №33( 発掘 3, Ⅲ区 , d-12, 
第 3 層 )( 図 2-4) である。かなりの頻度で、特に凹
面でたたき痕は平らである。このように丸瓦凹面で
瓦片№ 40( 発掘 3, Ⅳ区 , h-10/11, 第 3 層 )( 図 2-2)
のような 4 × 5 ～ 7mm の長方形網目状のたたき
痕がみられる。その他に、瓦凹面に両角を切り取っ
た長方形あるいは台形の中に 3 本の平行溝状が入っ










瓦№ 68( 発掘 3, Ⅱ区 , 1-4, 第 5 層 ) の玉縁部のよ
うに、やや乾かしすぎて破れた痕が見受けられる。


























1. 瓦当 (№2016-45(1))　2. 文様のある丸瓦の玉縁 (№











51.5cm、端の幅は 35cm と 37cm、厚さ 1.5 ～ 1.6cm
である。2016 年調査で発見された全瓦のサイズは
以下に近い値である。すなわち、その長さは 46.5
から 53cm まで、最大幅は 32 から 37cm までであ







までそれぞれくっついていたことが分かる ( 図 3-2, 
4)。玉縁のいくつかの例では縦方向のたたき痕が目
No. 出土位置 瓦の幅 玉縁部の長さ 厚さ上端 中央 下端
26-2 発掘 3, Ⅲ区 ,b-8, 第 3 層 13.3 5.2 0.7-1.3
39-1 発掘 3, Ⅳ区 ,h-11, 第 3 層 17.5 0.8-1.239-2 18.2-18.4 0.8-1.2
40 発掘 3, Ⅳ区 h-10/11, 第 3 層 14 5 0.8-1.2
41-1
発掘 3, Ⅳ区 h-10/11, 第 3 層
6 1.1
41-2 13.0-13.5 5.5 0.8-0.9
41-3 13.9 5.5 1.1
41-6 15.5 1.0-1.3
43-1 発掘 3, Ⅳ区 ,h-12, 第 3 層 21.5 0.8-1.443-2 16 5.3 0.9-1.0
44-2 発掘 3, Ⅱ区 ,h-4, 第 4 層 15 0.8-1.1
45-1 発掘 3, Ⅱ区 ,h-5, 第 3 層 15.1 6 1.0-1.3
47 発掘 3, Ⅳ区 ,k-7, 第 3 層 12.9 5.5 0.8
68 発掘 3, Ⅱ区 ,l-4, 第 5 層 15.5 19 5.8 0.8-0.9
76 発掘 3, Ⅱ区 ,j-6, 第 4 層 5 0.8
77 発掘 3, Ⅱ区 ,h-4/5, 第 5 層 14.5 5.3 0.9
78 発掘 3, Ⅱ区 ,j-7, 第 5 層 14 5.3 1.0 
79 発掘 3, Ⅳ区 ,h-11 5 0.9-1.0
98 発掘 3, Ⅳ区 ,g-12, 第 7 層 1.1-1.2
2016-1 発掘 4, Ⅴ区 ,h-10, 第 1 層 14.3 5.8 0.9-1.3
2016-5 発掘 4, Ⅳ区 ,f-8, 第 2 層 5.5 0.95-1.2
2016-11 発掘 4, Ⅳ区 ,a-8, 第 3 層 13.4 4.8 1.05
2016-14 発掘 4, Ⅳ区 ,c-11, 第 3 層 13.9 4.2 0.8-1.0
2016-16 発掘 4, Ⅳ区 ,b-8, 第 2 層 15.5 16.5 1.1
2016-17 発掘 4, Ⅳ区 ,c-12, 第 3 層 7.5 1.05-1.2
2016-18 発掘 4, Ⅳ区 ,b-12, 第 3 層 13.9 4.5 0.9-1.3
2016-20 発掘 4, Ⅳ区 ,c-7/8, 第 3/4 層 14.5 1.1
2016-21 発掘 4, Ⅳ区 ,bc-7/8, 第 3/4 層 15.6-16.5 1.2-1.5
2016-27 発掘 4, Ⅳ区 ,c-12, 第 4 層 13.2-14.0 17.5 5.0 1.1-1.3
2016-28 発掘 4, Ⅳ区 ,c-9, 第 4 層 17.8 1.0-1.2























図 5　発掘 3と発掘 4で出土した瓦当文様の種類
部分を湿った陶土であった時に切り取っている。孔
の直径は 2 ～ 3cm である ( 図 4-3)。同様の孔のあ
る丸瓦片は、2007 年のロシア・モンゴル調査団が




落下することを防いだ [ 程 2007:40]。
　発掘 3 と発掘 4 の調査過程で、約 50 点の瓦当片
を発見した。瓦当は瓦の筒下端に付き、屋根を装飾
する。瓦当面正面もまた文様を持つ。半円形の半瓦
当と円形の瓦当を用いる伝統は前 9 ～前 7 世紀の
中国で現れ、現代まで東アジアの建築中に保持され
ている [Kryukov et al. 1983; 陝西周原考古隊 1981]。
　発見された瓦当の中には、ほぼ完形の例がある。










ら幅 0.7cm、高さ 0.2cm 以下の低い外縁に向けて
輻射状に直線が伸び、瓦当面全体を四区画に分けて
いる。向かい合う 2 つの区画に 2 つの対称になっ
た先端の巻いた弓形文様 ( モノグラム・タイプ：水






当直径は 20.3cm である。その外縁の厚さは 2.5cm
である ( 図 4-1)。この瓦は発掘 3 と発掘 4 で最も
頻繁に出土する瓦当文様のタイプ ( 第 1 バリエー
ション ) である ( 図 5-1)。このような文様を有する
独特の特徴ある瓦当には、正面の表面、そして時折
背面に赤色塗料が残っている。
　2 つ目の瓦当 №87 は輻射状の文様を持つ。外縁
はほぼ残っておらず、その幅は 0.5cm はなく、そ





























　バリエーション 3( 図 5-3) の瓦当正面の外縁は、














ようなものは、もしかすると区画中央の “ 枝 ” の間
にあるものなのかもしれない ( 図 5-4)。瓦当 N0.59
の破片には正面表面に赤色塗料の痕がある。
　バリエーション 5 は先述した 2 例とは異なり、
放射状の輻射線から上へと巻き上がって外側の外縁






は文様区画がないことである ( 図 5-6)。しかしなが
ら、完全な文様を復元することはできない。おそら
くこれら瓦当の文様は、隣接するプラットフォーム
( 発掘 2) に伴うバリエーション 3 の文様と同じタ
イプであり、「S 字文タイプと読み解くことのでき
No. 出土位置 文様種別 直径







2016-45 発掘 4, Ⅳ区 ,d-8, 第 6 層 1 20.3 0.7/0.2-0.4 1.5/0.9 2.5 1.2-1.8 有
2016-46 発掘 4, Ⅳ区 ,d-7, 第 6 層 1 19.3 0.7/0.2-0.3 1.5/1.4 2.6 1.2-1.7 有
2016-24 発掘 4, Ⅳ区 ,b-8, 第 4 層 1 22 0.45/0.1 2.0-2.3/0.9 2.75 1.7-1.9
2016-26 発掘 4, Ⅳ区 ,0-10, 第 6 層 1 18.4 0.5/0.3 0.9-1.4/0.7 2.0 1.1-1.4
50 発掘 3, Ⅳ区 ,kl-11/12,第 5,7 層 1 19 0.7 2.0/0.6 2.5 1.6 有
84 発掘 3, Ⅱ区 ,i-4, 第 6 層 1 21 0.7 2.0 2.2 1.4-1.9 有
88-1 発掘 3, Ⅱ区 ,i-6, 第 6 層 1 18.8 0.4-0.9/0.2 1.6-1.9/0.8 2.3 1.3 有
2016-15 発掘 4, Ⅳ区 ,b-12, 第 3 層 1 19.9 0.5/0.25 1.1-1.3
85 発掘 3, Ⅱ区 ,i-6, 第 6 層 2 20-20.5 0.8/0.2 1.7/1.0 2.6 1.2
86 発掘 3, Ⅳ区 ,g-10, 第 7 層 2 19.5 0.5-0.7/0.3 2.0/1.2 3.2 1.3
87 発掘 3, Ⅱ区 ,i-6, 第 6 層 2 18.5 0.5/0.2 18.2-18.4/0.1 1.7-2.1
53 発掘 3, Ⅳ区 k-11, 第 4 層 3 0.9/0.2 1.3-1.5
94 発掘 3, Ⅳ区 ,g-11, 第 7 層 3 15.6 0.3/0.2 0.6-1.5/0.6 2.1 1.4-1.5
82 発掘 3, Ⅳ区 ,j-10, 第 6 層 4 17 0.3-0.5/0.2 1.8/0.7 1.8 0.9
27 発掘 3, Ⅰ区 ,a-4, 第 6 層 5 15 0.6-0.8/0.1 1.1-1.4/1.3 2.5 1.0 
58 発掘 3, Ⅲ区 ,i-2, 第 4 層 5 18 0.5/0.3 1.0-1.3
2016-23 発掘 4, Ⅳ区 ,d-9, 第 4 層 5 15.7 0.3-0.7/0.2 1.4-1.6 有
21 発掘 3, Ⅲ区 ,g-7, 第 3 層 6 17 1.0/0.6 1.3/1.5 3.0 0.7-1.0
93 発掘 3, Ⅱ区 ,i-5, 第 6 層 6 17.5-17.8 0.8/0.3 1.0/1.5 2.8 1.0-1.2
95 発掘 3, Ⅳ区 ,i-11, 第 6 層 6 1.1-1.3 有
2016-42 発掘 4, Ⅳ区 ,d-9, 第 6 層 6 18.8 0.8/0.4 2.0/0.45 2.5 1.5
2016-38 発掘 4, Ⅳ区 ,d-12, 第 6 層 7 18.2 0.5/0.3 1.3-1.7/0.7 2.3 1.2 有
表 2　瓦当の主要パラメータ (cm)
る複雑な植物文で、瓦当平面全体をうめつくしてお
り、また中心に突き出る “ 真珠状の装飾 ” がある」







る “ 枝 ” の付いた中央からのびる放射状の線のある
区画、がある ( 図 5-7)。






れた 2007 ～ 2008 年発掘の公表資料にある瓦当文
様の記述と比較すると、そこではバリエーション 1、
2、5、そしてバリエーション 6 に近いものが発見




















































































の文様造形の特徴 ( 縁の幅が狭く低い ) は、東周と
前漢初期の瓦当に近づくものである。おそらく、テ
レルジーン・ドルボルジンの瓦は前漢、すなわち前
3 ～前 1 世紀のものとしなければならない。注目す
べきことに、この年代は発掘過程で得られた資料に
対する年代較正 (IntCal13) された放射性炭素年代は、




































端 (H-3, 4, 5, I-2, 3, 4, J-2, 4, K-3 区 ) に近いⅡ区の
第 6 層、同じく同Ⅱ区のプラットフォームから南
東で、磚が破壊を受けた基壇という形で発見された。
















城址 (Бүрхийн лөрвөлжин) がある。遺跡はブルヒー




8km である。城址は我々の調査隊によって 2 度―
―2009 年と 2015 年、に調査された。残念なことに、
遺跡は現在ではほぼ川によって消滅している。加え
て、その範囲を 2 本の自動車道が走っている。そ
の道の 1 本は、城址域で 2 本に分かれている。防
御施設は、北東側城壁の少しの部分 ( 長さ 35m) と
北西側城壁の大部分 ( 長さ 135m) のみが残ってい
る。
　2015 年に遺跡の地形図 ( 図 6) を作成した。城
壁はとてもひどく崩れている。その幅は 9 ～ 12m、




33] に基づくと、180m × 180m であった。城址内
の南西城壁の付近 ( ほぼ中央 ) に、不明瞭な形のプ
ラットフォームがある。その暫定的な大きさは、約
30m × 20m である。丸みのある楕円形をした別の





















城址 ( 試料№ 1~2)、テレルジーン・ドルボルジン
城址 ( 試料№ 3~4)、ブルヒーン・ドルボルジン城
址 ( 試料№ 5) である。化学組成は、出力 4kW の X
97
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No. Na2O MgO Al2O3 SiO2 P2O5 S* K2O CaO TiO2 MnO Fe2O3*
1 1.59 3.51 15.83 56.26 0.17 0.014 2.91 8.23 0.94 0.096 7.13
2 1.86 2.35 16.05 61.08 0.42 0.013 3.11 4.48 0.79 0.096 5.61
3 1.12 1.72 19.51 52.88 0.33 0.041 3.46 0.92 1.24 0.10 9.23
4 1.73 2.51 17.45 58.96 0.27 0.033 3.34 2.5 0.95 0.065 5.93
5 2.04 1.51 18.05 63.42 0.21 0.012 3.27 2.12 0.75 0.10 6.16
表 3　造岩酸化物の内訳
No. Sc V Cr Co Ni Cu Zn
1 0.002 0.008 0.005 0.001 0.003 0.003 0.011
2 0.001 0.006 0.005 0.001 0.003 0.003 0.010 
3 0.002 0.009 0.006 0.001 0.004 0.003 0.014
4 0.001 0.007 0.005 0.001 0.003 0.005 0.009
5 0.001 0.005 0.003 0.001 0.002 0.002 0.013
No. Ga As Ba La Ce Nd Pb
1 0.002 0.002 0.058 0.004 0.006 0.004 0.003
2 0.002 0.002 0.062 0.004 0.006 0.004 0.003
3 0.003 0.003 0.050 0.005 0.009 0.004 0.004







h ターゲットと厚さ 75㎛の B
ベリリウム
e 箔を貼っ
た X 線取り出し窓のある構造 ) を備えたブルガー社








成と中間組成の岩石 (SiO2 成分は 44~64% )、その
TiO2, MnO, Fe2O3, V, Cr, Co, Ni, Cu, Zn, Ga, As, Ba, La, 
Ce, Nd, Pb のためには第Ⅲカテゴリーの精度、Na2O, 
MgO, Al2O3, SiO2 には第Ⅳカテゴリーの精度で出さ
れた (GOST 41-08-205-04)。
　分析で得られた結果は、表に示した (%)。







ら南 - 南西方向にブルヒーン・ドルボルジン (14km
地点 )、フレート・ドフ (56km 地点 )、ウンドゥ
ル・ドフ (80km 地点 )、バイシンティーン・デルス












































えられる [ 中央民族学院研究部主編 1958, 巻 1:17; 





何なる情報もない [ 中央民族学院研究部主編 1958,
巻 1:204; Taskin 1968: 68, 91, 155, 註 30, 165; Taskin 











部 主 編 1958: 巻 1, 18,19; Taskin 1968:41, 42; Kradin 
2002: 97]。中国人の集団は、遊牧民諸国を移動して
いた種族と戦闘部隊が “ 天下 ” に侵攻した時、占領
に加わった [ 中央民族学院研究部主編 1958: 巻 1, 





した際、 “ 天下 ” の住民 1000 人が遊牧民の捕虜に
なった [ 中央民族学院研究部主編 1958: 巻 1, 34, 44, 
45, 49, 50, 190, 205, 208; Taskin 1968: 51, 52, 53, 60, 
79, 81, 82, 89; Taskin 1973: 20, 25, 29]。また、中国の
将軍 ( 趙信、李陵、李広利 ) と捕虜の兵士の引き渡
された出来事が知られている [ 中央民族学院研究部
主 編 1958: 巻 1, 44,49,51, 190-191; Taskin 1968: 53, 
59, 61, 110; Taskin 1973: 19, 21]。
　城についての最初の言及は、前 2 世紀 10 年代で
あり、韓王信に関係している。前 201 年に彼は漢
帝国に背いて逃れ、馬邑を匈奴に差し出し、このた
めに「北方異民族」と共に “ 天下 ” と交戦が始まっ





の地を与えられた [Taskin 1968: 68, 155, 註 30]。同様
の城、おそらくハンガイ山脈の南にあった、は中国
の将軍で匈奴に捕虜として投降した後伊





















建設を止めた [ 中央民族学院研究部主編 1958: 巻 1, 






ニジニー・マンギルトゥイがある [Danilov 2004: 
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と仮定している [Davydova 1985; 1995; 1996; Kradin 
2002: 81-86]。
　草原と山の開けた地における考古学調査では、さ
らに約 20 か所の城郭施設 ( 土塁、壕、門、基壇状






ヘレムなど [Danilov 2004: 40-47; Danilov et al. 2011; 
Ivliev et al. 2017: 118-136])。20 世紀中葉の最初の組
織的な匈奴「城」址の研究は、Kh. ペルレーによっ
て主導された [Perlee 1957: 44-45; 1961: 30-34]。一連
の匈奴期の遺跡は、Ye. V. シャウクノフ [Shavkunov 
1973]、Ts. ドルジスレン、林俊雄、D. ツェベーンド
ルジ、I. エルデリ [Danilov 2004: 46-47] によって研
究が行われた。
　 テ レ ル ジ ー ン・ ド ル ボ ル ジ ン [Danilov 2011; 
Danilov et al. 2011; Ivliev et al 2017] や ゴ ア・ ド フ














なかった。2016 年の発掘 4 Ⅳ～Ⅴ区をでは盗掘坑
が確認された。深くなくまた草に覆われたくぼ地か
ら、「盗掘」の目論みがかなり古い時代に行われた

















ウルスラ・ブロッセダー (Ursla Brosseder)( ボン大学 ) に
遺跡の年代測定値提供に協力していただいたこと、ま
た T. S. フィリョーヴァ (Т. С. Филёва) と E. V. フドノゴ
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оселение を城と集落 ( それが遺跡である場合には
城址と居住址 ) の語でひとまず訳出している。
